


おでかけインフォメーション�おでかけインフォメーション�おでかけインフォメーション�

昔ながらの蒸籠（せいろ）や臼・杵を使って餅をつき、試食します。 

2005年12月10日（土）�
午後1時30分～3時（受付は午後1時～） �
琵琶湖博物館・生活実験工房�
30名�
当日受付　＊どなたでも参加できます。�
　　　　　＊申込人数が多い場合は整理券を発行する�
                 場合があります。�

お問い合わせ�
�
ホームページ�

滋賀県立琵琶湖博物館�
TEL.077-568-4811　FAX.077-568-4850�
http://www.lbm.go.jp/

日　　時�

場　　所�

定　　員�

申込方法�

紙芝居を通じて、幼児に水の大切さを学んでもらいます。�
みんなで手遊びや手品などをして、楽しいひとときを過ごしましょう。�

川の会・名張�

2005年12月中の土・日・祝日�
午前11時15分～午後12時（午前の部） �
午後2時～2時45分（午後の部） �
水道記念館�
自由参加�
月曜日（休日の場合は翌日）、年末年始�
�

日　　時�

場　　所�

申込方法�

お問い合わせ�
�
ホームページ�

水道記念館�
TEL.06-6324-3191　FAX.06-6324-3114�
http://www11.ocn.ne.jp/̃kinenkan/

休 館 日�

色とりどりの電球を使って魚、花、動物などを夜空に浮かび上がらせ、�
湖北町の冬の風物詩となっています。メインシンボルは高さ15メート�
ルもあります。�

お問い合わせ�
�
ホームページ�

湖北町役場�
TEL.0749-78-8310（企画課）�
http://www.geocities.jp/kohoku_illumi/

2005年12月3日（土）～2006年1月8日（日）�
午後5時～10時�
湖北町役場庁舎前公園�
�

日　　時�

場　　所�

川の会・名張�

川原を歩いて水質テストをしたり、バウムクーヘンやお鍋をつくって�
食べよう！�
�

お問い合わせ�
ホームページ�

川の会・名張 090-4798-5369（中西）090-5101-9149（横山）�
http://www.e-net.or.jp/user/yosshi/�
kawanabari/kawanabarimain.htm

2005年12月11日（日）�
午前10時～午後3時（雨天中止）�
名張川周辺�
おにぎり、おわん、おはし�
団体は事前申込　＊参加無料�

日　　時�

場　　所�

持 ち 物�

申込方法�
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鯰
　

を
食
わ
ず
し
て�

（「ビワコオオナマズ」写真提供：滋賀県立琵琶湖博物館）�
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！
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０
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ロ
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世
界
最
大
級
の
淡
水
魚�

　
体
長
３
　
、胴
回
り
２
　
、体
重
３
０

０
　
。ヘ
ビ
ー
級
の
格
闘
家
だ
と
し
て
も
、

大
き
す
ぎ
ま
す
ね
。こ
れ
は
、ナ
マ
ズ
の
話
。

古
今
東
西
、ナ
マ
ズ
と
い
え
ば
巨
大
魚
の

代
名
詞
で
、事
実
、世
界
最
大
級
の
淡
水

魚
で
す
。
　�

　
か
つ
て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
ナ
マ
ズ
な
ど
は
、

乱
獲
で
数
が
減
る
ま
で
は
非
常
に
大
き

く
、人
を
飲
み
込
む
な
ど
の
不
穏
な
噂

が
絶
え
な
か
っ
た
ほ
ど
。ア
ジ
ア
で
は
今

年
、タ
イ
の
メ
コ
ン
川
で
重
量
２
９
３
　
の

ナ
マ
ズ
が
捕
獲
さ
れ
、世
界
最
大
記
録
と

し
て
報
じ
ら
れ
ま
し
た
。
放
流
も
検
討

さ
れ
た
よ
う
で
す
が
、死
ん
で
し
ま
っ
た

た
め
、村
人
た
ち
の
胃
袋
に
お
さ
ま
っ
た

の
だ
と
か
。�

日
本
の
ナ
マ
ズ
は
３
種
類�

う
ち
２
種
が
琵
琶
湖
の
固
有
種�

　
世
界
の
ナ
マ
ズ
は
、確
認
さ
れ
て
い
る

だ
け
で
も
２
４
０
０
種
。
そ
の
内
の
３
種

が
日
本
に
い
て
、本
種
は
広
範
囲
に
分
布

し
て
い
ま
す
が
、あ
と
の
２
種
は
琵
琶
湖
・

淀
川
水
系
の
固
有
種
で
す
。
最
大
は
、琵

琶
湖
の
主
と
呼
ば
れ
る
ビ
ワ
コ
オ
オ
ナ
マ

ズ
で
、体
長
90
〜
１
２
０
　
。メ
コ
ン
川
に

比
べ
る
と
か
わ
い
い
も
の
で
す
が
、そ
れ
で

も
１
　
を
超
す
大
き
さ
で
す
。
も
う
１

種
は
、体
長
30
〜
50
　
の
イ
ワ
ト
コ
ナ
マ

ズ
。３
種
類
の
ナ
マ
ズ
の
中
で
、最
も
美
味

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。�

自
然
を
、文
化
や
歴
史
を
味
わ
う�

　
小
さ
な
目
と
大
き
な
口
に
、長
く
伸

び
た
２
本
の
ヒ
ゲ
。よ
く
見
る
と
愛
嬌
の

あ
る
顔
を
し
た
ナ
マ
ズ
で
す
が
、食
べ
る

と
な
る
と
、ち
ょ
っ
と
こ
わ
い
感
じ
が
し
な

い
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
が
、日
本
で
は
、江

戸
時
代
の
頃
か
ら
鍋
や
蒲
焼
き
な
ど
で

人
々
に
親
し
ま
れ
て
お
り
、伝
統
あ
る
食

文
化
、食
材
と
い
え
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
現

在
も
、ナ
マ
ズ
料
理
を
食
べ
さ
せ
る
店
は

た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
ど
ち
ら
か
と
い
え

ば
高
級
な
イ
メ
ー
ジ
で
す
が
、ア
メ
リ
カ

な
ど
で
は
も
っ
と
一
般
的
で
、安
価
な
白

身
魚
と
し
て
ス
ー
パ
ー
に
並
ん
で
い
ま
す
。�

　
「
泥
臭
い
と
思
っ
て
い
た
が
、白
身
で
淡

泊
で
お
い
し
い
」
。
初
め
て
淡
水
魚
料
理

を
食
べ
た
感
想
と
し
て
、よ
く
聞
く
言

葉
で
す
が
、ナ
マ
ズ
も
そ
の
と
お
り
。
滋

養
強
壮
に
良
い
と
さ
れ
、高
蛋
白
で
低
脂

肪
。
気
軽
に
味
わ
う
の
な
ら
、滋
賀
県
立

琵
琶
湖
博
物
館
の
レ
ス
ト
ラ
ン
に
あ
る「
な

ま
ず
天
丼
」
を
召
し
上
が
っ
て
み
て
は
。�

�

　
世
界
各
地
に
生
息
す
る
ナ
マ
ズ
で
す

が
、生
物
は
、そ
れ
単
体
で
存
在
す
る
の

で
は
な
く
、自
然
環
境
や
人
間
の
生
活
、

土
地
の
文
化
や
歴
史
と
も
深
く
関
わ
っ

て
い
ま
す
。
食
は
、そ
れ
ら
す
べ
て
を
味
わ

う
こ
と
に
通
じ
、ま
た
、そ
れ
ら
を
あ
ら

た
め
て
考
え
る
、良
い
き
っ
か
け
と
な
る

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
　
　
　
。�

＊
　
＊
　
＊
　
　�

メ
ー�

ト
ル�

メ
ー�

ト
ル�

キ�　
ロ�

キ�　
ロ�

セ
ン�

チ�

メ
ー�

ト
ル�

セ
ン�

チ�

（「イワトコナマズ」写真提供：滋賀県立琵琶湖博物館）�



日本�

どこへゆくのか、�
琵琶湖の渡り鳥�
～水と人との関わりを見つめる～世界の水辺から�

ロシア極東北部のツンドラ地帯から、
北海道を経由して本州各地へ渡ります。
琵琶湖にもやって来ますが、毎年10
羽前後。天然記念物であり準絶滅危
惧種にも指定されています。�

ヒシクイの亜種であるオオヒシクイは
ガンの仲間で、国の天然記念物。カム
チャッカ半島から渡って来ます。琵琶
湖は、南限の越冬地として大変貴重
な場所となっています。�

北極に近いシベリアの北部で生まれ、
はや２カ月で飛ぶようになり、半年も
経たないうちに琵琶湖へ渡ってくる
コハクチョウは、「湖北町の鳥」として
親しまれています。�

ユーラシア大陸に広く分布。９月の初
めに渡ってきて、６月頃まで残る、琵
琶湖で一番多いカモメの仲間。人に
なつきやすく、すぐ近くまで寄ってき
ます。�

湖北野鳥センター�湖北町水鳥公園に位置する、水鳥と自然環境の保護
を目的とした施設。観察室に並べられたフィールドス
コープで水鳥の様子をウォッチングできるほか、観察
会や鳥のおはなしの会などのイベントも定期的に行
われています。環境省の「琵琶湖水鳥・湿地センター」
が併設されており、琵琶湖に関するさまざまな情報を
楽しく知ることができます。�
お問い合わせ�
TEL:0749-79-1289 (湖北野鳥センター)�
TEL:0749-79-8022 (琵琶湖水鳥・湿地センター）�

水
辺
か
ら
水
辺
へ
、�

お
い
ら
渡
り
鳥�

�

　
琵
琶
湖
に
は
、毎
年
た
く
さ
ん

の
水
鳥
が
渡
っ
て
き
ま
す
。
水
鳥
と

は
、簡
単
に
言
え
ば
水
辺
に
住
む

鳥
の
こ
と
。
琵
琶
湖
の
ガ
ン
や
カ
モ

の
数
は
、お
よ
そ
５
〜
６
万
羽
。
野

球
場
な
ら
満
員
御
礼
で
す
。
天
然

記
念
物
の
オ
オ
ヒ
シ
ク
イ
、湖
北
町

の
鳥
で
あ
る
コ
ハ
ク
チ
ョ
ウ
や
カ
モ
の

仲
間
が
越
冬
し
、カ
イ
ツ
ブ
リ
や
サ

ギ
た
ち
は
子
育
て
を
し
ま
す
。 

特

に
琵
琶
湖
の
北
、湖
北
は
、遠
浅
の

湖
岸
が
続
き
、ヨ
シ
を
は
じ
め
と
す

る
水
草
類
も
豊
富
で
、ま
さ
に
野

鳥
の
楽
園
　
　
。こ
の
よ
う
に
、世

界
で
も
貴
重
な
水
環
境
で
あ
る
琵

琶
湖
は
、１
９
９
３
年
に
ラ
サ
ム
ー

ル
条
約
登
録
湿
地
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ラ
サ
ム
ー
ル
条
約
と
は
、「
特
に
水

鳥
の
生
息
地
と
し
て
国
際
的
に
重

要
な
湿
地
に
関
す
る
条
約
」
で
あ

り
、大
切
な
湿
地
の
環
境
を
世
界

の
国
々
が
保
護
し
よ
う
と
い
う
国

際
的
な
取
り
決
め
の
こ
と
。つ
ま
り
、

鳥
や
魚
や
動
植
物
の
住
み
家
で
あ

り
、１
４
０
０
万
人
の
飲
み
水
で
あ

る
琵
琶
湖
を
、私
た
ち
は
永
く
見

守
っ
て
い
く
必
要
が
あ
る
の
で
す
。�

ど
こ
か
ら
飛
ん
で
来
て
、�

ど
こ
へ
飛
ん
で
行
く
の
か�

�

　
毎
年
や
っ
て
く
る
あ
の
鳥
は
、去
年
と
同

じ
鳥
な
の
だ
ろ
う
か
　
　
。
大
昔
か
ら
謎
だ

っ
た
渡
り
鳥
の
生
態
が
、さ
ま
ざ
ま
な
調
査

に
よ
っ
て
明
か
さ
れ
て
き
た
の
は
近
年
の
こ

と
。
ま
だ
ま
だ
不
明
な
点
が
た
く
さ
ん
あ

り
ま
す
。
し
か
し
、そ
れ
は
、ロ
マ
ン
と
言
い

か
え
る
こ
と
が
で
き
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

人
間
が
憧
れ
続
け
る
大
空
を
自
由
に
羽
ば

た
き
、地
球
を
半
周
も
す
る
渡
り
鳥
だ
っ
て

い
る
の
で
す
か
ら
。�

　
寒
い
季
節
に
は
暖
か
い
土
地
へ
。
雨
の
少

な
い
時
期
に
は
雨
の
多
い
地
域
へ
。
子
育
て

期
に
は
餌
が
豊
富
な
場
所
へ
。
北
の
国
か
ら

来
て
、日
本
で
冬
を
過
ご
す
の
が
冬
鳥
。
南

の
国
か
ら
来
て
、日
本
で
夏
を
過
ご
す
の
が

夏
鳥
。
渡
る
途
中
で
、日
本
に
立
ち
寄
る
の

が
旅
鳥
で
す
。
人
間
は
地
図
を
見
な
が
ら

で
も
迷
っ
て
し
ま
う
の
に
、鳥
は
な
ぜ
、何
千

キ
ロ
も
の
距
離
を
正
確
に
移
動
で
き
る
の
で

し
ょ
う
。
確
か
な
こ
と
は
分
か
り
ま
せ
ん
が
、

日
照
時
間
や
温
度
を
体
で
感
じ
、太
陽
や

星
座
の
位
置
で
方
向
を
定
め
て
い
る
よ
う
で

す
。
し
か
し
、照
る
日
が
あ
れ
ば
、曇
る
日

も
あ
り
ま
す
。
台
風
の
影
響
を
受
け
た
り
、

天
敵
に
襲
わ
れ
た
り
し
て
、方
角
を
見
失

う
こ
と
も
あ
る
と
い
い
ま
す
。
優
雅
な
空
の

旅
、と
い
う
わ
け
で
は
な
さ
そ
う
で
す
ね
。�

（写真提供：湖北野鳥センター）�



琵
琶
湖
・
淀
川
流
域
圏
の
再
生
計
画�

琵
琶
湖
・
淀
川
流
域
圏
の
再
生
計
画�

琵
琶
湖
・
淀
川
流
域
圏
再
生
へ
向
け
て
の
戦
略�
琵
琶
湖
・
淀
川
流
域
圏
再
生
へ
向
け
て
の
戦
略�

　
平
成
15
年
11
月
に
、
内
閣
官
房
都
市
再
生
本
部
に
お
い
て
、
第
6
次
都
市
再
生

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
、
「
琵
琶
湖
・
淀
川
流
域
圏
の
再
生
」
が
決
定
さ
れ
ま
し
た
。�

　
こ
れ
を
受
け
、
琵
琶
湖
・
淀
川
流
域
圏
に
深
い
関
わ
り
を
有
し
て
い
る
国
の
関
係

省
庁
及
び
地
方
公
共
団
体
か
ら
な
る
「
琵
琶
湖
・
淀
川
流
域
圏
の
再
生
協
議
会
」

が
設
置
さ
れ
、
平
成
17
年
3
月
に
「
琵
琶
湖
・
淀
川
流
域
圏
の
再
生
計
画
」
が

策
定
さ
れ
ま
し
た
の
で
、
そ
の
一
部
を
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。�

　
ま
た
、
計
画
の
実
施
は
、
新
た
に
設
置
さ
れ
た
「
琵
琶
湖
・
淀
川
流
域
圏
再
生

推
進
協
議
会
」
に
よ
り
、
順
次
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。�

　
な
お
、
こ
の
取
り
組
み
の
詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
、
近
畿
地
方
整
備
局
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
（h

ttp
://w

w
w
.k
k
r.m
lit.g
o
.jp
/

）
等
で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。�

　
我
が
国
有
数
の
人
口
・
資
産
が
集
積
す

る
地
域
で
あ
る
と
同
時
に
、世
界
的
に
も
稀

少
な
古
代
湖
で
あ
る
琵
琶
湖
を
中
心
に
豊

か
な
自
然
が
は
ぐ
く
ま
れ
、多
く
の
歴
史
文

化
遺
産
が
残
さ
れ
て
き
た
地
域
で
あ
る
。
し

か
し
な
が
ら
、高
度
成
長
期
の
開
発
等
に
よ

り
、流
域
に
お
け
る
人
と
川
と
の
か
か
わ
り
、

水
・
土
砂
移
動
・
生
き
物
の
生
息
・
生
育
環

境
の
連
続
性
等
が
「
分
断
」
さ
れ
、貴
重
な

自
然
や
水
と
人
と
の
つ
な
が
り
が
損
な
わ

れ
て
き
た
。�

　
こ
の
琵
琶
湖
・
淀
川
流
域
圏
を
健
全
な

姿
に
再
生
し
て
次
世
代
に
継
承
す
る
た
め
、

こ
の
「
分
断
」
を
「
連
続
」
に
転
換
し
、「
水
で
つ
な
ぐ
”人
・
自
然
・
文
化
“」
を
基
本
コ
ン
セ
プ
ト
に
、７
つ

の
戦
略
の
も
と
で
、流
域
圏
の
あ
ら
ゆ
る
関
係
機
関
が
連
帯
し
て
具
体
的
な
行
動
を
展
開
し
て
い
く
。�

　
こ
れ
ら
の
行
動
を
通
じ
て
、豊
か
な
生
態
系
を
育
み
淡
水
魚
類
の
宝
庫
で
あ
る
琵
琶
湖
・
淀
川
、京
と

大
阪
を
結
ぶ
動
脈
と
し
て
の
淀
川
、水
の
都
大
阪
、か
つ
て
あ
っ
た
町
の
な
か
の
せ
せ
ら
ぎ
、川
を
向
い
た

街
並
、豊
か
で
清
浄
な
水
等
の
再
生
を
目
指
す
。�

琵琶湖・淀川流域圏再生推進協議会�

国土交通省、農林水産省、林野庁、�
経済産業省、環境省、三重県、�
滋賀県、京都府、大阪府、兵庫県、�
奈良県、京都市、大阪市、大津市�
内閣官房都市再生本部事務局�
（オブザーバー）�

琵
琶
湖
・
淀
川
流
域
圏�

琵
琶
湖
・
淀
川
流
域
圏�
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「再生計画」�



魚は水を飲まないの？�
魚は水を飲まないの？�



主な魚はタイリクバラタナゴ、カネヒラ、オイカワなど�

みんなで�
採集した魚を�
観察�

魚類の�
採集状況�

昆虫類を�
採集開始�

昆虫類の�
採集状況�

琵琶湖・淀川水質浄化共同実験センター（Biyoセンター）は、
琵琶湖・淀川水系の水環境改善のために、自然の浄化能力を生
かした水質改善など、新たな水処理技術を開発する研究開発の
場として、また、水環境改善に対する取り組みについて、多く
の人々に知ってもらうための場として設置された施設です。�



中西崇雄事務局長�

　　流の女王アユがすみ、絶滅が危惧されているズナガニゴイも確認されている、名張川。�

雄大な木津川の支流で、奈良県の東部から三重県の西部を流れて名張市を貫く、総延長約

62kmの河川です。名張市のまちには、この川から水を引き込んだ網目状の水路、簗瀬水路が

あります。かつては人々が毎日野菜などを洗い、また、たくさんのホタルが舞う美しい水流でした。

ところが、昭和30年代頃から生活排水などによって水質が悪化しはじめ、今では、野菜どころか

手も洗いたくないような水路となってしまいました。汚れた水は、再び本流に戻るのです　　。�

　　 の会・名張」は、“緑豊かな自然都市・名張”の水環境を守る市民ネットワ

ーク「名張の川を守る会」として平成元年に結成され、平成6年の名称変更を

経て現在に至ります。�

　「川を守りましょう。汚さないようにしましょう。と声高に叫んでも、効果は薄

いでしょう。私でも聞きません。ですから、楽しく、おもしろくするんです。まず、

川に興味を抱かせ、気軽に親しんでいただき、川をもう一度好きになってもらう。

水環境を保全するためには、遠回りなようでも、それが一番の近道ではないで

しょうか」と言う、事務局長の中西崇雄さん。見向きもされなくなった水路に�

注目を集めようと、花菖蒲を植えた筏を作って浮かべるイベントは16年も続いています。名張川と歩こう会は、自然とふれあ

い、お弁当を食べて、ごみも拾います。カヌー教室では、牛乳パックでカヌーを作ったりもします。川原でバウムクーヘンを焼

いて食べるイベントもあります。なるほど、どれも楽しそうな活動ばかり。「おもし

ろくなければ人は集まりませんし、楽しくなければ長続きしません。すべての活動は、

さまざまな人々の理解と協力で成り立っています。県や市などの行政機関からも、

水質調査資材や清掃用品などを提供していただいたりしています。自由に活動し

てきた私たちですが、規模も責任も徐々に大きくなってきています。組織体制や�

ネットワークを整備し強化していくことが、今後の課題ですね」と話す中西事務�

局長の顔つきは真剣であり、そして、やはり楽しそうでもありました。�

ＢＹスタンプラリーとは、協賛グループの活動に参加してスタンプを集め、事務局に送付していただくと、素敵な景品を差し上げるというもの。これまで1,125人の方がご応募く
ださいました。また協賛グループは、46の市民団体と18の水関連施設で構成されています。（平成17年10月1日現在）�

BYQネットワーク ～協賛グループの紹介～�

http://www.e-net.or.jp/user/yosshi/kawanabari/kawanabarimain.htm

やなせ�

この誌面では、BYQネットワークで活躍されている市民団体にスポット�
を当て、その活動内容をレポートします。今回は、『川の会・名張』の�
中西崇雄事務局長にお話しを伺いました。�

簗瀬水路の花いかだ（16年の歴史）�

私も乗れた！カヌー教室�

名張川と歩こう会、炭火焼・竹芯バウムクーヘン！�



環境への�

　世界的に地球環境保全が問題となっているなか、大阪新阪急ホテルでは「エコ

ロジー」、「エコノミー」のエコ２運動としてさまざまな環境保全活動を行い、昨年

３月に環境マネジメントシステムの国際標準規格である「ＩＳＯ１４００１」を認証取得

しました。それを機に、より一層環境保全に取り組むための新たな目標を模索した

結果、ホテル事業での大量に使用する水に着目し、水質汚染防止という観点から、

洗濯による汚水排水の軽減に取り組むこととしました。�

　その内容は、２泊以上の連続宿泊客を対象として、滞

在中の指定期間、ベッドシーツ、タオル類の交換を控え

て同じものを再使用してもらうという取り組みであり、

宿泊客は、賛同された場合、シーツについては客室ベッ

ド上に置いてあるドアカードを客室入口ドアの外ノブに

掛けることで、交換不要の意思表示をするものです。こ

れにより、洗濯による汚水排水量を低減し、下水処理負

荷の低減、最終的には河川の水質汚染防止へとつながり、

更には、洗濯に使用する水量も低減でき、節水のほか、

経費も節約しています。取り組み導入前には、当然、宿

泊客へのサービス低下となることから、宿泊客の協力

が得られないのではないかとの不安がありましたが、昨年１０月から始めたところ、

連続宿泊客のうち、年間約７％の

方から賛同がありました。�

　このように、宿泊客への快適性

と相反しつつも、環境への配慮や

資源の有効利用などの課題にあ

えて挑戦され、ホテル事業として

重要な制約条件のなかで、環境

保全活動に取り組んでいます。�

　環境問題は一部の限られた専門家だけが取り組む問題ではなく、
私たちにとっても身近で重要な問題です。�
　環境へのアプローチでは、環境への取り組みをさまざまな視点から
ご紹介しています。�
　今回は、ホテル事業の常識にとらわれないアイデアにより、汚水・排
水の軽減対策に取り組んでいる大阪新阪急ホテルの例をご紹介します。�

大阪新阪急ホテルのご好意で、�
これら環境保全の取り組みにより�
節約できた費用を当機構に�
ご寄付いただいております。�

○身近な川への関心が薄れてきている中、昔のように川と親しむ
　きっかけをつくることで、水環境を考え直す時間づくりを目指
　して、平成16年（2004年）から活動を始めています。�
○調査隊員になると、身近な川の汚れ（水質）を簡単なキットを
　使って調べることが出来ます。�
○調査活動は、１年間で４回（春・夏・秋・冬）を予定しています。�
○１年間を通じて調査に参加すると、水質マップや図書カードを
　進呈します。�

○応募資格：琵琶湖・淀川流域に住み、水環境に興味がある方�
○応募期間：平成17年12月23日（金）まで�
○応募方法：申込用紙はBYQホームページ（http://www.byq.or.jp/）から
　　　　　　ダウンロードできます。ホームページをご覧いただけない方は、
　　　　　　お問合せ下さい。�



財団法人　琵琶湖・淀川水質保全機構�
Lake Biwa-Yodo River Water Quality Preservation Organization

〒541-0041　大阪市中央区北浜1丁目1番30号　横井北浜ビル3階�

       06-6202-1267 06-6202-1317
ホームページアドレス  http://www.byq.or.jp/

「BY BLUE」とは、琵琶湖（BIWAKO）・淀川（YODOGAWA）を青く（BLUE）美しく、という願いから名づけました。�

（財）琵琶湖・淀川水質保全機構　賛助会員（50音順）�

琵琶湖・淀川の未来を見つめる情報誌「BY 
BLUE」に広告掲載を希望される水環境関
連の企業・団体を募集しています。掲載料
等のお問い合わせやお申し込みは、（財）
琵琶湖・淀川水質保全機構・企画開発部まで。�

広告募集�

��

三
重
県
伊
賀
地
域
を
源

流
と
す
る
木
津
川
は
京

都
府
八
幡
市
で
宇
治
川
、

桂
川
と
合
流
し
、淀
川
と

な
っ
て
大
阪
湾
に
そ
そ
ぎ

こ
み
ま
す
。�

三
重
県
伊
賀
県

民
局
で
は
、
淀

川
水
系
の
最
上

流
域
で
あ
る
木

津
川
流
域
の
水

質
の
向
上
、
景

観
の
保
全
、
生

態
系
の
回
復
な

ど
多
様
な
課
題

の
解
決
に
む
け
、

伊
賀
地
域
の
川

に
関
係
す
る
行

政
機
関
で
木
津
川
流
域

リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
事
業
推
進
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を
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い
ま
す
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�

（株）アイ・エヌ・エー関西支店、（株）アクアテルス琵琶湖事業部、（株）環境総合テクノス、近畿技術コンサルタンツ（株）、（株）クリ

アス、（株）建設環境研究所、（株）建設技術研究所大阪本社、国際航業（株）関西支社、国土環境（株）、滋賀県下水道保全事業協同

組合、（株）修成建設コンサルタント、（株）新洲、帝人エコ・サイエンス（株）、（株）東京建設コンサルタント関西支店、東洋電化工業

（株）、（株）西日本技術コンサルタント、（株）日建設計シビル、（株）日水コン、日本建設コンサルタント（株）大阪支社、日本工営（株）

大阪支店、（株）ニュージェック、パシフィックコンサルタンツ（株）大阪本社、八千代エンジニヤリング（株）大阪支店�

TEL    FAX

計23社（平成17年10月1日現在）�

（財）琵琶湖・淀川水質保全機構は、淀川水系における河川・湖沼水の水質浄化技術及びこれに関連する技術に関する研究開発、水質浄化事業の支援等�
 を行うことにより、淀川水系の水質保全に寄与し、もって潤いのある地域社会の形成と、関係住民の生活環境の向上に資することを目的としています。�
�

古紙含有率100％の再生紙を�
使用しています。�

このパンフレットは大豆油インキを�
使用しています。�
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水
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今
後
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問合せ先�
三重県伊賀県民局企画調整部�
電話０５９５－２４－８００３�
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ま
た
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蕉
や
観
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弥
、江
戸
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た
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あ
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を
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。 �
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　�

上野城� 赤目四十八滝�

今回は、三重県伊賀地域の水環境に対する取り組みと、伊賀の國の魅力についてご紹介いたします。�


